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熊本保健科学大学

キャンパスに活気が戻ってきました。新入生にとっては、期待と不安がないまぜに
なった新生活のスタートです。コロナ禍の真っただ中にあって、彼らはどんな思いで
大学生活を迎えたのでしょう。新入生にアンケート形式で胸の内を聞きました。寄せ
られた回答の一部を紹介します。題して「Youは何しに熊保大へ？」。
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夢 期待
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私が熊保大を選んだ理由は、学
びたいことが学べる条件はもち
ろんのことですが、ホームペー
ジや画像検索で見た“桜並木”
にひかれたことです（@kiii）

燃えるような熱い大学生活を送
るため。人として成長するため。
（匿名）

２次試験を失敗して、熊保大に
進学して後悔はなく、むしろわ
くわくしています。大学４年間
で確かな知識を学び充実した大
学生活を送りたいです。（白い
パーカー大好きベジータで
す！）

新しいお友達をたくさん作りた
い。今しかできないことを体験
したい。いろいろなイベントな
どに積極的に参加してたくさん
の経験をして将来に役立てたい。
（ぷー）

臨床検査技師になるためですが、
その中でもなぜ熊保を選んだの
かというと一人一人に寄り添っ
て授業をしてくれるからです。
少人数グループのSGなど、少人
数ならではの学習にも魅力を感
じ、さらに深い学びができるの
ではないかと思いました。今年
卒業された先輩からも、熊保が
絶対いいと念押ししてすすめら
れたので行きたいと思いました。
（もこ）

人に恩返しができる人になるた
め。（k）

夢を現実にするため。（羅舞）

誰かの役に立てる人になるため
に熊保大に来ました。第一志望
の大学に落ち、自分の教師とい
う夢を諦めなければいけないか
もと思った時に、私はどうして
教師になりたかったのかを考え
ました。その答えは誰かに感謝
されたり、誰かの役に立ちたい
からでした。コロナでとても大
変な生活をなさっていたであろ
う医療従事者の方々のように私
も誰かのために働き、誰かの役
に立ちたいと思い、熊保大への
進学を決めました。（ちも）



看 護 学 科 You

リハビリテーション学科（PT・OT・ST）You

☆熊保にした理由は、いろいろ
な学科が集まっていて楽しそう
だったから。YouTubeとかで楽し
そうな雰囲気が伝わってきたか
ら。建物とかも近代的だったか
ら。
☆早く熊本弁をしゃべれるよう
になりたい！（mint）

緊急時に対応できる助産師を目
指していて、熊保の講義を調べ
ると、3年時に救急看護論が受講
でき、助産別科も目指すことが
できると知ったから。母性看護、
小児看護の講義や実習も十分に
時間が設けられていた！！
（まるも）

水泳をずっとしており、大学も
進められたところがありますが、
夢を実現するためにこの大学を
選びました。可能な限り水泳は
続けていきたいと思います。現
在の目標は九州大会で優勝する
ことですが、コロナ禍というこ
ともあり大学の名前で出場でき
るかわかりません。しかし、頑
張れるだけ努力していきたいと
思います。（匿名）

テニス部に入ってテニスをした
い。友達いっぱいつくって、楽
しみたい。（くまもん）

私は熊本地震を経験して、家族
と避難所に行った時に、看護師
のかたが被災者の心に寄り添っ
て話をされている姿を見て心動
かされました。誰もがつらい状
況のなか、多くの人の支えに
なっている看護師のかたがとて
も輝いてみえて、次は自分が支
える立場になりたいと思って看
護職を目指しています。私は特
に環境や災害のことに興味が
あって、選択科目の「災害時に
おける保健医療」を学ぶのが楽
しみです。（あんぱん）

実際に留学をしてみたい。
コロナが収束してほしい。
（食パン）

病院に行ったときに熊保大卒の
先生が担当でとても素晴らしい
人だったから。（PTゆう）

他の専門学校や大学よりも実習
設備が整っていたから。

（PTチョコバナナ）

障害者スポーツ指導員の資格が
とれること。（PTおじょみ）

教育体制が整っていたことが決
めてでした。介護予防に興味が
あるので、予防理学療法につい
て学びたいと思います。

（PTティンカーベル）

作業療法士になるために大切な
カリキュラムが豊富にあったか
ら。外国と交流出来る制度を活
用したい。（OTなっちゃん）

国家試験合格率や就職率が高
かったから。（OTまかせん会）

自然豊かな環境が好きでこの環
境で学べるところ。医療に携わ
りたかったから。県内の大学に
進学したかった。（OTさ）

自宅から通学できる距離にある
大学で作業療法について学びた
かったから。（OTほの）

私が熊保大を選んだ理由はオー
プンキャンパスに参加して、講
義室や防音室、実習室などを見
学し、こんな環境で
STについて学べたら
最高だなと思ったか
らです。（STのん）

ケガがきっかけでリハビリ関係
の仕事に興味をもち、将来リハ
ビリ関係の仕事をしたいと思っ
たので、熊保大に進学したいと
思いました。その中でも、小児
リハの道に進みたいと思ったの
で、言語聴覚士を目指していま
す。（STきんにく）



◆成績優秀学生を表彰 令
和３年度の成績優秀者が表彰
されました。同表彰は、前年
度の学業成績平均点が優秀な
学生を対象とし、学年ごとに
医学検査学科及び看護学科は
２名、リハビリテーション学
科は各専攻別に１名ずつが選
ばれています。コロナ禍以前

は一堂に会しての表彰式を
行っていましたが、本年度は
感染防止のためと学生の授業
スケジュールに合わせて４月
20日（水）から数回に分けて
実施。成績優秀者には、平川
文丈学務課長から表彰状、奨
励金と学長からのメッセージ
カードが手渡されました。表

彰を受けたリハビリテーショ
ン学科生活機能療法学専攻４
年の山崎友哉さんは「初めて
の受賞で驚いています。国家
試験の励みになりました。今
後は国家試験合格に向けて一
層がんばります」と、声を弾
ませていました。

（安部悠介）

本年度、本学に赴任した教員の皆
さんの研究内容を紹介します。私の研究 2

私は、看護師の仕事がどのよ
うなものかについて興味があり
ます。看護師の仕事は患者さん
とのかかわりから述べられるこ
とが多いですが、それだけでは
ありません。物品や機器の管理、
ベッドや部屋の調整、伝票や看
護記録の作成、スタッフ間の情
報提供など「見えない仕事」が
たくさんあります。これらは看
護師の仕事のうち70％を占める
と報告されているにもかかわら
ず、あまり取り上げられること
がありません。これらをフィー
ルドワークという手法を用いて
明らかにする研究を行っていま
す。

私は、２つの研究に取り組ん
でいます。１つは、がん患者家
族の看護についてです。がん治
療が多様化する中、患者や家族
の思いに沿った意思決定支援、
緩和ケアに貢献できるよう研究
を行っています。２つ目は、精
神障害者の退院支援についてで
す。精神医療は「入院から地域
へ」と推進していますが、まだ
まだ進んでいない現状がありま
す。精神障害を有する人がその
人らしく地域での生活が送れる
よう、対象の思いを大事にした
支援を明らかにする研究を行っ
ています。

川口弥恵子
看護学科准教授

久松美佐子
看護学科准教授
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４日（月）から開館時間
を午後７時まで延長し、閲
覧席（間引き席）の自由利
用を始めました。同時に、
キャンパステラスも申し込
み式の利用を再開しました。
１年次は基礎セミナー課題
解決のための利用、助産や
看護３年次、リハ４年次は
学外実習準備の文献収集、
医学検査や看護４年次は卒
業研究の文献検索と、学生
たちは感染防止ルールを守
りながら利用しています。

「文献検索講習会」も随時
開催しています。個人やグ
ループでの申し込みを受け
付け中です。

※次号は５月13日（金）配信です。

写真左はキャンパステラスを利用す
る学生たち、同上は図書館の閲覧ス
ペースで学習する学生たち

「活気がもどった図書館」


